



















5-Year-Olds’ Index の値が平均で 2.34 であった。口腔機能評価では，平均値がそれぞれ口唇圧 2.31kPa，
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5-Year-Olds’ Index の値が平均で 2.34 であった。口腔機能評価では，平均値がそれぞれ口唇圧 2.31kPa，
舌圧 18.57kPa，咀嚼能率 15.71mg/s であった。顎顔面軟組織形態，咬合関係および口腔機能の相互関
連ついては，①赤唇表面積と 5-Year-Olds’ Index，②赤唇表面積と咀嚼能率，③舌圧と咀嚼能率にお
いて，それぞれ有意な相関関係が認められた。このように，片側性唇裂を有する成長期患者において，
顎顔面軟組織形態，咬合関係，口腔機能の間の相互の関連性を明らかにしたことは特筆すべきであり，
高く評価できる。
上述の結果から，成長期の片側性口唇裂患者において顎顔面部での形態と機能との間には一定の相
関があることが明らかとなった。今後，健常小児を対照とし，比較・検討を行い，患者全体に共通し
て認められる問題点が明らかにされることになれば，歯科矯正学分野のみならず，口腔外科学分野な
どにも広く寄与することが期待できる。
以上のことから，本論文は博士（歯学）の学位授与に値するものと判断する。
